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東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社

建
設
産
業
図
書
館

江
口
知
秀

満ま

ん

濃の

う

池い

け  

そ
の
３

堰
堤
上
の
碑

げ
た
松
崎
の
た
め
に
、
満
濃
池
の
堰
堤
上
に
あ
る
神
野
神
社

の
社
殿
後
方
に
小
さ
な
祠
を
建
て
、
松
崎
神
社
と
し
て
祀
っ

た
。
そ
し
て
彼
自
身
も
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
十
七
回

忌
の
折
に
合
祀
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
成
し
遂

げ
た
軒
原
庄
蔵
も
こ
こ
に
祀
ら
れ
た
。

　
満
濃
池
は
そ
の
後
も
改
良
を
加
え
ら
れ
、
昭
和
三
十
四

（
一
九
五
九
）
年
に
完
成
し
た
第
三
次
嵩
上
げ
工
事
を
も
っ

て
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。（
つ
づ
く
）

お
り
、
工
事
に
は
こ
れ
ら
の
合
意
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
い
た
ず
ら
に
時
が
過
ぎ
、
つ
い
に
満
濃
池
の
再
築
を
み

る
こ
と
な
く
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
六
七
歳
で
力
尽

き
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
長
谷
川
喜
平
次
の
遺
志
を
継
い
だ
の
が
、

同
じ
く
榎
井
村
の
百
姓
総
代
と
な
っ
た
長
谷
川
佐
太
郎
だ
っ

た
。
佐
太
郎
は
幕
府
が
瓦
解
し
た
の
を
好
機
と
し
て
、
慶
應

四
（
一
八
六
八
）
年
に
新
政
府
へ
嘆
願
し
、
高
松
、
丸
亀
の

両
藩
が
満
濃
池
の
再
築
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
時
、
高
松
藩
の
執
政
・
松
崎
渋
右
衛
門
が
、
堰
堤
の

西
側
の
岩
盤
を
掘
り
貫
い
て
底
樋
と
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ

た
。
岩
盤
の
掘
り
貫
き
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
九
月
に

着
工
。
翌
年
三
月
に
貫
通
し
、
こ
こ
に
壊
れ
な
い
底
樋
と
い

う
人
々
の
念
願
は
結
実
し
た
。
約
五
六
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削

を
施
工
し
た
の
は
、
富
田
村
（
現
・
さ
ぬ
き
市
）
の
軒
原
庄

蔵
で
、
完
成
も
危
ぶ
ま
れ
た
工
事
を
わ
ず
か
六
カ
月
で
成
し

遂
げ
、
し
か
も
両
側
か
ら
掘
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
は
寸
分
た
が

わ
ず
ピ
タ
リ
と
合
わ
さ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
水
道
ト
ン
ネ
ル

は
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
松
崎
と
長
谷
川
の
そ
の
後
だ
が
、
勤
王
家
の

松
崎
は
、
満
濃
池
再
築
を
見
る
こ
と
な
く
藩
内
の
佐
幕
派
に

よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
た
。
長
谷
川
は
満
濃
池
の
再
築
工
事
に
家

財
を
投
じ
た
た
め
清
貧
に
甘
ん
ず
る
が
、
非
業
の
最
後
を
遂

平
町
）
の
豪
農
・
長
谷
川
佐
太
郎
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
二
人
は
、
満
濃
池
の
歴
史
に
お
い
て
大
変
重
要

な
工
事
の
功
労
者
だ
。

　
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
に
西
嶋
八
兵
衛
に
よ
っ
て
再
築

さ
れ
た
満
濃
池
だ
っ
た
が
、
堰
堤
底
に
設
置
さ
れ
た
配
水
用

の
水
道
ト
ン
ネ
ル
「
底
樋
」
が
木
製
な
の
で
、
す
ぐ
に
腐
っ

て
し
ま
い
、
た
び
た
び
取
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

『
讃
岐
の
た
め
池
誌
』
に
よ
れ
ば
、寛
永
八
年
の
再
築
か
ら
約

二
二
〇
年
の
間
一
二
回
、
平
均
し
て
約
一
八
年
ご
と
に
工
事

が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
度
に
堰
堤
を
掘
り
起
こ
す
大
工

事
と
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
人
夫
と
し
て
刈
り
出
さ
れ
た
配
水

域
の
農
民
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
負
担
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
な
ん
と
か
底
樋
を
半
永
久
的
な
も
の
に
変
え
よ

う
と
、
榎
井
村
の
庄
屋
・
長
谷
川
喜
平
次
は
、
底
樋
を
石
管

に
変
え
る
工
事
を
行
い
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
完
成

し
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
工
事
で
あ

っ
た
た
め
か
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
起
っ
た
地
震
で

石
管
が
損
傷
し
、
漏
れ
水
は
激
し
く
な
る
一
方
で
、
一
月
も

た
た
な
い
う
ち
に
満
濃
池
の
堰
堤
は
決
壊
し
た
。

　
喜
平
次
は
事
態
を
収
拾
し
よ
う
と
奔
走
す
る
が
、
満
濃
池

の
配
水
域
は
高
松
、
丸
亀
、
多
度
津
の
三
藩
に
ま
た
が
っ
て

て
、
満
濃
池
の
堰
堤
上
に
は
、
高
松
藩
の
執
政
・
松

崎
渋
右
衛
門
の
辞
世
の
歌
碑
と
、
榎
井
村
（
現
・
琴

さ

［交通］ JR琴平駅、琴電琴平駅近辺から自転車で約40分

満濃池樋門　軒原庄蔵が掘削した
トンネルを通って今も水が流れる。


